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大会運営は全て主催者に一任ください。

試合はプレーできる用意をして、試合開始までに出席の届出を済ませること。

時間の変更・中止・開催の判断は、本部又は県HP内のFacebookに掲示しますので確認してください。

am8:30から選手本人が行う。（例：○○グループ何番の△△△△です。）

コ ロ ナ 対 策
① 大会期間中は、大会会場に来る全ての方が、体温チェックを行いマスク着用する。

体温チェック表の 提出をお願い致します。体調不十分な方・37.5度以上の体温の方の入場を禁止致します。

② 症状チェックリスト(COVID-19) は、県協会 H P 内より各自ダウンロードをお願い致します。

大会当日、受付時に提出をお願い致します。会場内観戦者も含む全ての入場者。 

③ 会場内では、各自マスクを持参し試合中以外はマスクの着用をお願いします。 

④ 会場内での大きな声による会話、応援は行わずソーシャルディスタンス（２ｍを目安）を保つ事。 

⑤ 試合の始めと終わりの挨拶は、会釈のみとする。 

⑥ 試合中は、ラケット・ボール等試合に必要としないもの以外は手で触れないことにする。

⑦ 大会に参加してから14日間以内に、新型コロナウィルス感染症の症状が出た全ての参加者・ 会場内観戦者は、

適切な追跡調査のためにトーナメントディレクターに連絡すること。

1 参加者は、８：３0 から受付を開始いたします。海岸公園の大会本部に出席を届けてください。

2 天候その他により試合の有無が不明の場合は、大会当日迄県HP内フェースブックをご確認ください。

3 試合は、1 次リーグ、2 次トーナメントとします。 ただし、天候事情などで試合が出来なくなった場合は、その時点で中止することもあります。

4 試合は、1 次リーグ、2 次トーナメントとも、4 ゲーム先取、ノーアドバンテージ方式とします。  

ただし、天候や進行状況により変更することもあります。

5 試合前の練習は、サービス 4 本とします。 

6 審判はセルフジャッジで行います。出来ない場合は、あらかじめレフェリーに申し出てください。 

この場合、次回の大会までに、セルフジャッジが出来るように練習しておきましょう。 

セルフジャッジの方法 「セルフジャッジ５原則（日本テニス協会ＨＰ内情報、フェアプレイ推進を参照）を守りましょう」

アウト・フォールトの時は直ちに相手に分かる様に大きな声でコールする。または片手を上げて相手に示す。疑わしいボールはインとする。 

サーバーはサーブを打つ前、レシーバーに聞こえる声でスコアをアナウンスする。

レシーバーはゲームスコア、ポイントスコアが間違っていた場合は直ちに訂正を求めて正しいスコアからプレーを開始する。

選手同士で解決できない場合は、レフェリー,RUを呼んで解決してください。試合終了後では解決できません。

試合上の問題の最終決定はレフェリーが行います。

セルフジャッジのラインコールがスポーツマンシップに欠けると判断した場合は、

試合中でも レフェリーに相談することができます。速やかにRUに頼んで連絡ください。

プレーヤーとしてふさわしくない言動があった場合は、試合途中でも参加を取消すことがあります。

試合結果は勝者が速やかに大会本部まで届けて下さい。 (握手が禁止の為勝者の結果報告を勝敗の確定といたします。）

この時『〇〇が△△さんに(スコア)で勝ちました』とはっきり言って下さい。 

8 試合と、次の試合との間には最高 10 分の休憩時間を置きます。コート状況によっては、待ち時間が長くなる場合があります。

出来る限り均等となるよう努力いたしますが、試合の進行上やむ得ない場合がありますので、ご了承の程お願い致します。 

9 当日までに、急病その他やむ得ない事情で、欠席される方は、欠席届(欠席の理由を記入)を提出して ください (事後も可)。

出されなかった場合は、次回定員オーバーなどの際に、優先的に補欠者リスト の最後尾に回す措置をとることとします。
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10 お問い合わせは宮城県テニス協会事務局(e-mail　mtajimu2921300@gmail.com) 

試合当日までの問い合わせは、レフェリー高野（090-7561-7391）までお願いします。

熱中症防止 5 ヶ条の順守（ホームページを確認してください）

試合中の『けいれん』の処理時間は認めません。

大会期間中における負傷・事故等（大会施設内）については応急処置を行いますが、その他については

主催者加入の傷害保険の範囲内と致します。
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